
－ 1 - 

 

令和４年度第１回北広島市市民参加推進会議 会議概要 

日  時 令和４年７月５日（木）午後６時 30 分から 

場  所 市役所３階会議室 3D 

出 
 

席 
 

者 

委員 

（ ６名 ） 
青山委員、橋本委員、牛渡委員、林委員、松中委員、高橋委員 

事 務 局 阿部次長、山田課長、畠山主任、遠藤主事 

傍 聴 者 ０人 

会議次第 

１ 開 会 

２ 委嘱書の交付 

３ 市長あいさつ 

４ 委員、事務局の紹介 

５ 会長、副会長の選出 

６ 会議録署名委員の選出 

７ 説明事項 

（１）市民参加推進会議について 

８ 協議事項 

（１）令和４年度市民参加手続きに係る事前評価について 

９ その他 

10 閉 会 

配布資料 

 令和４年度第１回北広島市市民参加推進会議次第 

 資料１「市民参加条例」 

 資料２「令和４年度市民参加実施予定・実施状況一覧」 

 資料３「令和４年度市民参加実施予定・実施状況評価調書」 
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１．開 会 

事務局：それでは、定刻になりましたので、ただいまから令和 4 年度第 1 回市民参加推進会議を

開会いたします。 

私は、市民環境部市民参加・住宅施策課の山田と申します。どうぞよろしくお願いいた

します。 

本会議につきましては、北広島市市民参加条例施行規則第 8 条第 6 項の規定により出席

委員が過半数を超えておりますので、会議が成立しますことを事務局より報告いたしま

す。 

２．委嘱書の交付 

事務局：続きまして、次第２「委嘱書の交付」を行います。上野市長より北広島市市民参加推進

会議委員に委嘱されます６名の方に、委嘱書を交付いたします。任期は、令和４年７月

１日から令和６年６月 30日の２年間です。 

市長からお一人ずつお渡しいたしますので、お名前を呼ばれましたら、その場でご起立

ください。 

≪委嘱書交付≫ 

３．市長あいさつ 

事務局：それではここで、市長からご挨拶を申し上げます。上野市長お願いいたします。 

市 長：≪市長あいさつ≫ 

４．委員、事務局の紹介 

事務局：続きまして、ここで委員の皆様から簡単に自己紹介をお願いいたします。それでは青山

様からお願いいたします。 

委 員：≪順次自己紹介≫ 

事務局：続いて事務局の紹介をします。 

事務局：≪順次紹介≫  

５．会長、副会長の選出 

事務局：それでは、次に次第５「会長と副会長の選出」に入ります。 

北広島市市民参加条例施行規則第８条第１項の規定により、会長と副会長は「委員の互

選」により決定することとなっておりますが、これまでの推進会議の流れなどを踏まえ、

会長と副会長の選出について事務局案を作成しているところであります。 

ご異議がなければ、事務局案をお示しするということでいかがでしょうか？ 

    ≪異議なし≫ 

事務局：それでは、事務局案をお示しいたします。 

■会議録 
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会長につきましては青山委員、副会長を橋本委員にお願いしたいと考えております。 

以上ご審議をお願いいたします。 

事務局：ただいま事務局案をお示しいたしましたが、委員の皆様、よろしいでしょうか。 

もしよろしければ委員の皆さまの拍手を持って決したいと思います。よろしくお願いい

たします。 

≪拍 手≫ 

事務局：皆様のご承認をいただきましたので、会長を青山委員、副会長を橋本委員と決定させて 

いただきます。 

では、会長・副会長から就任にあたり一言、ご挨拶をお願いします。まずは、青山会長 

からお願いいたします。 

≪会長・副会長あいさつ≫ 

ありがとうございました。上野市長につきましては、この後、所用がありますので、こ

の場をもちまして失礼させていただきます。 

それでは、ここからの進行は市民参加条例施行規則第８条第５項の規定により、青山会

長にお願いします。 

青山会長は議長席へご移動願います。 

６．会議録署名委員の選出 

議 長：それでは、ここからは私が進行させていただきます。 

まず会議録署名委員の選出についてですが、会議録の署名につきましては、会議録の内

容が正確であることを証明するため、署名委員を議長が指名することとなっております。 

名簿順ということで、今回は牛渡委員にお願いしたいと思います。牛渡委員、よろしく

お願いします。 

７．説明事項（1）市民参加推進会議について 

議 長：それでは、続きまして、次第７の「説明事項」に入ります。説明事項（１）市民参加推進

会議について、事務局から説明をお願いします。 

事務局：説明に入る前に、念のため配布資料の確認をさせていただきます。 

事前送付しております、①会議次第、②資料１「市民参加条例」、③資料２「令和 4年度

市民参加実施予定・実施状況一覧」、④資料３「評価調書」の４種類と本日机上に置かせ

ていただいた⑤資料１補足資料「市民参加条例の概要」はお揃いでしょうか。お持ちで

ない場合は、予備がありますので、お知らせ願います。 

 

会議の説明につきましては、資料に沿って説明させていただきます。 

まず、「資料１ 市民参加条例」と「資料１補足資料 市民参加条例の概要」をご覧くだ

さい。 

北広島市では、この市民参加条例に基づき市民参加の推進を図っております。 

市民参加条例の内容につきましては、補足資料の方でご説明いたします。 

この条例では、まず、前文で背景や理念、次に目的を定め、市民や市のそれぞれの役割
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を定めています。 

次に市民参加の対象と方法を規定しています。 

まず、補足資料の１ページの真ん中あたりに①どんなことに、と書いていますが、対象

事項として市の構想や条例の制定や改正、市民生活に重大な影響を及ぼす制度の導入・

変更や、市の予算に関すること などとしています。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                               

こういった市民生活に影響のある大事な政策が、市民の知らないうちに決まっていくこ

とのないよう市民参加を行うこととしています。 

次に②どんな方法でとありますが、市民参加の方法として様々な手法を規定しており、

それぞれ特徴がありますので、政策等の内容に応じて、効果的な時期、方法で実施しま

す。また、複数の方法を実施するように努めています。 

それぞれの方法の詳細につきましては、裏面をご覧ください。 

市民参加の手続きとその目的、方法を記載しております。 

この中でも、パブリックコメントについては、広く市民に周知し、意見をもらうという

ことで、基本的には必ず実施するようにしています。 

 

表面に戻っていただき、構成図の下のほうになりますが、市民参加を推進するため、こ

の市民参加推進会議や市民参加の実施状況の公表、必要に応じてこの条例の見直しの実

施を行って行きます。 

ここまでが、市民参加の概要です。 

 

それでは、会議次第に戻っていただき２ページ目をご覧ください。 

真ん中よりやや下あたり、「２ 市民参加推進会議の位置付け」につきまして、本会議は

今ご説明しました市民参加条例に基づく、市の付属機関として位置しており、市民参加

の実施、運用等について評価、審議をしていただくための会議となっております。 

 

次に「３ この市民参加推進会議の審議事項」については、 

まず①の市民参加の実施に関する事項ですが、これは、実施状況を検証し、条例で定め

ている市民参加の対象（どんなことに）と方法（どんな方法で行うか）について審議し

ます。 

②の市民参加条例の運用の評価に関する事項ですが、これは、条例に基づき適正に行わ

れているかの検証と評価を行い、改善点や効果的な進め方について審議するものです。 

本日、この後に審議事項として皆様に、今年度実施予定の市民参加手続きに係る事前審

査をしていただきますが、それがここにあたります。 

③は、①、②を踏まえての市民参加条例及び規則の見直しの審議です。 

④はその他広く市民参加に関する事項と規定しております。 

 

続いて「４ 会議の公開」についてですが、本会議は市ホームページにて、会議録等を

公表いたします。議論における発言者名については、匿名として公表いたします。 

私からの説明は以上です。 
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議 長：ただいまの事務局の説明について、なにか質問はございませんか。 

委 員：≪質問なし≫  

８．協議事項１「令和4年度市民参加手続きに係る事前評価」について 

議 長：それでは、協議事項（１）令和４年度市民参加手続きに係る事前評価について、事務局

より説明をお願いします。 

事務局：それでは、「令和４年度市民参加手続きの事前評価」につきましてご説明いたします。 

「資料２ 市民参加実施予定一覧」、「資料３ 評価調書」をお手元にご用意ください。

本日は、今年度実施いたします市民参加手続きにつきまして、委員の皆さんに事前評価

をお願いしたいと思います。 

まず、資料２の一覧表をご覧ください。本日、事前評価していただきますのは、こちら

に記載されている全 18事業となります。今回は時間短縮のため、１件ごとに評価をして

いただくのではなく、一通りご説明したあとにまとめてご質問等を受け付けし、ご審議

いただきたいと思います。 

また、事前評価にあたっての視点としましては、個別調書の３ページ目にあたる部分に

ある「４ 事業実施前の市民参加推進会議の評価」という部分にも記載しておりますが、 

一つ目、市民参加の方法、組み合わせ、実施時期は適切であるか？ 

二つ目、市民参加の目的と目標値は適切であるか？ 

三つ目、市民が参加しやすい工夫がなされているか？ 

四つ目、市民の意見の取り扱いでなにか留意すべき事項はないか？ 

の以上４点を中心にご意見をいただきまして、推進会議全体として、市民参加手続きの

手法が「適正である」「概ね適切である」「適切でない」のいずれかから評価をしていた

だきます。また、評価以外に付け加えたほうが良いと思われる意見等につきましても併

せて推進会議の意見として事業実施担当課の方へお伝えすることとなりますので、気に

なる点がございましたら、質疑の際にご意見をいただきますようお願いいたします。 

それでは、事前評価につきまして審議のほど、よろしくお願いいたします。 

議 長：ただいま事務局から説明がありましたが、これらについて何かご質問はありますでしょ

うか。 

委 員：≪質問・意見なし≫ 

 

議 長：それでは、１ページ目、整理番号１から、事業内容につきまして説明をお願いします。 

 

事務局：≪整理番号１から 18について「資料２評価調書」に基づき説明≫ 

 

議 長：今回の協議事項 18 件はすべての説明が終了いたしました。 

協議事項（1）の事前評価全体を通して何か質問やご意見はありますでしょうか。 

Ａ委員：雪対策について、今年の冬はとにかく雪が多く、毎日大変だった。除雪の出動について 

は基準があると思うが、学校の生徒の通学の時間帯にも除雪されていなかった。除雪車
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の雪が歩道に寄せられていたこともあった。道路が見えなくなったり、右左折をする際

にも車線をはみ出さなければならなかったりといった状態だった。豪雪だったのであら

かじめなにか対応できなかったのか、と町内会でも話題になっていた。 

Ｃ委員：うちの町内会でも雪の問題があげられていた。 

事務局：今年はかなりの大雪であったことから、たくさんの意見をいただいており、その対策 

の検討については、今回の雪対策計画にどの程度反映されるかは担当部局次第だが、今

回の意見については伝えておく。 

議 長：全体的な話になるが、どの事業も内容が難しく、中々意見を出しづらいと感じる。ごみ 

処理や下水道、学校の適正配置に関することなど、市民の生活に大きく影響があるよう

なものについては、市民説明会などを積極的にやっていただけたらと思う。１件でも意

見が寄せられるように、市民への丁寧な説明を行ってほしい。 

事務局：第６期の市民参加推進会議でまとめていただいた方策案でも、資料のわかりやすさにつ 

いてが課題としてあげられていた。その時にも話があったが、子ども向けの資料を作成

するなど、誰にでもわかりやすく、平易な言葉を用いた資料で伝えることが必要だと思

っている。 

Ｂ委員：一般市民の感覚で見ると、計画や事業の言葉自体が難しいと感じてしまった。 

事務局：事業の名称だけをとっても、聞きなれない言葉が多い。市役所の職員は日ごろから仕事 

で使っている言葉だが、市民からするとわかりづらく難しいものになってしまっている。

今後はわかりやすい資料の作成に努めるため、委員の皆さんからもご意見をいただきな

がら進めていきたい。 

 

議 長：質問は以上でよろしいでしょうか。それでは採択に移りたいと思います。 

    整理番号１から 18 までの市民参加手続きにつきまして、事前評価の段階では「適切であ

る」としてよろしいでしょうか。 

委 員：≪異議なし≫ 

議 長：それでは、整理番号１から 18までの市民参加手続きは「適切である」とします。 

議 長：それでは、以上で協議事項（１）「令和４年度市民参加手続きに係る事前評価について」

の審議を終了いたします。 

 

９．その他  

議 長：本日の議案は以上となります。最後に「その他」として事務局から次回会議開催時期な

どに関して、委員の皆さまにお伝えすることはありますか。  

事務局：今後の予定について申し上げます。会議次第４ページの「２ 今後のスケジュール（案）」

をご覧ください。     

第２回の会議については、「令和３年度における市民参加手続きの事後評価」をしていた

だく予定です 

第３回以降の会議については、市民参加の推進を図るための課題や対応策について協議

していただく予定です。市民の声を反映したまちづくりを進めていくため、市民参加の
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手法の見直しや改善などを行っていきたいと考えておりますので、皆様からもご意見を

いただければと思います。 

次回の会議の開催についてですが、昨年度においては新型コロナウイルス感染症拡大防

止の観点から第２回の会議は書面開催とし、事後評価の方を行っていただきました。現

在はピーク時に比べ感染者数は落ち着いている状況ではありますが、いまだに感染状況

の見通しが立たない中での開催となることから、今年度につきましても第２回の会議に

つきましては書面での開催とし、皆様からご意見を伺いたいと考えておりますが、いか

がでしょうか。 

委 員：≪異議なし≫ 

事務局：それでは、第２回の会議につきましては、書面開催とさせていただきます。時期につい

ては８月中を予定しておりますので、開催の準備が整い次第、改めて通知させていただ

きたいと思います 

議 長：ただいまの事務局の説明について、なにか質問はございませんか。 

委 員：≪質問・意見なし≫ 

６．閉 会 

議 長：それでは、本日の会議はこれで終了といたします。皆さん、お疲れ様でした。 

 

 

 

議事録署名委員                


